
別紙 

住民意見から見える姫戸町の課題 

 以下の調査等により、姫戸町の課題とします。 

市民意識調査                                 

・ 市民のニーズや生活の実態を調査し、今後の施策立案などの参考とするため、市

在住の方の中から 1,000 人を無作為に抽出し毎年実施しているもの。 

・ 平成 30 年度から令和３年度までの４年間の回答の平均を集計。 

・ 姫戸町在住の方を抜粋。 

・ 「すみよいまちをつくるために、各施策について、今後どの程度取り組むべきだ

と思うか」という設問に対して、「最優先に取り組むべきである」「今以上に力を入

れて取り組むべきである」と回答した割合が多かったものは、「医療の充実」、「高

齢者福祉の向上」、「公共交通機関の整備」、「産業・就職支援の充実」が挙げられる。 

 

地域座談会                                  

・ 地域住民が地域の現状や課題、課題解決に向けた方策等について話し合いを行い、

解決に向けた取組みを進めるとともに、その結果について上天草市地域福祉計画・

地域福祉活動計画に反映させるため、上天草市社会福祉協議会が実施しているもの。 

・ 平成 29 年度から令和元年度までは以下の課題について意見交換を行った。 

・ 「イベントへの参加者が少ない」「交通問題」「防災について（台風・大雨）」「買

物難民について」 

 

ブラッシュアップ事業                             

・ 令和２年度に姫戸町・龍ヶ岳町において、人口減少・少子高齢化に伴う地域の課

題を共有し、地域の魅力を再発見するようなきっかけをつくるとともに、地域の未

来に向けて参加者自身ができることを考えるワークショップを行ったもの。 

・ 「若者の居場所が無い」、「働く場所が無い≒お金を使う場所が無い」、「観光産業

がうまくいっていない」などの課題が挙がった。 

 

「姫戸地域まちづくり」意見交換会                       

・ 「姫戸地域まちづくり」意見交換会においては、姫戸地域における各分野で活動

している住民の意見交換会を実施。 

・ 「交流の場が少ない（特に雨天時）」、「若者・子どのが少ない」、「子どもの遊び場

が少ない（今の子どもは遊具等無いと遊ばない）」、「商工業、海運業の減少」など

の課題が挙がった。 


